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最 新 医 療 情 報

尿
路
結
石
と
は
、
ど
の
よ
う

な
病
気
で
す
か
。

松
崎　
尿
の
中
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
や
シ
ュ
ウ
酸
、
リ
ン
酸
な
ど

の
ミ
ネ
ラ
ル
物
質
が
溶
け
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
物
質
が

く
っ
つ
き
合
っ
て
結
晶
と
な

り
、
石
の
よ
う
に
凝
固
し
て
し

ま
う
。こ
れ
が
尿
路
結
石
で
す
。

　

尿
路
結
石
の
中
で
最
も
多
い

の
が
、
シ
ュ
ウ
酸
と
カ
ル
シ
ウ
ム

が
合
体
し
た
「
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
」を
主
成
分
と
す
る
も
の
で
、

結
石
全
体
の
８
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
結
石
は
表
面
が

ギ
ザ
ギ
ザ
で
、
尿
管
に
引
っ
掛
か

り
や
す
く
、
体
外
に
排
出
さ
れ

に
く
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
尿
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
物

質
が
な
ぜ
合
体
し
、
石
が
で
き

る
の
か
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
は
っ
き

り
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
症
状
が
出
ま
す
か
。

松
崎　
尿
路
結
石
の
典
型
的
な

症
状
は
、突
発
性
の
激
痛
で
す
。

転
げ
回
る
ほ
ど
の
痛
み
が
襲

い
、
冷
や
汗
や
吐
き
気
、
嘔
吐

を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
尿
路
結
石
は
腎
臓
の
中
で
作

ら
れ
、尿
管
に
落
ち
て
き
ま
す
。

石
が
ま
だ
腎
臓
内
に
あ
る
う
ち

は
、
痛
み
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
が
尿
管
に
落
ち
て
引
っ
掛

か
り
、
尿
の
流
れ
を
阻
害
す
る

と
、
突
然
激
し
い
痛
み
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
石
は
そ
の
ま
ま

で
も
、
そ
の
横
を
通
っ
て
尿
が

再
び
流
れ
出
す
と
、
痛
み
は
き

れ
い
に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
激
痛
が
走
る
場
所
は
、
主
に

腎
臓
に
近
い
背
中
や
脇
腹
の
あ

た
り
で
、
お
腹
の
中
央
部
は
痛

み
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
時
に

は
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
全

く
出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
症
状
と
し
て
は
、

結
石
に
よ
っ
て
尿
管
の
粘
膜
が

傷
つ
い
た
場
合
な
ど
に
、
少
量
の

血
尿
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
目
で

確
認
で
き
る
ほ
ど
の
血
尿
が
出

る
ケ
ー
ス
も
時
々
あ
り
ま
す
。

尿
路
結
石
は
、
高
齢
者
に
多

い
の
で
す
か
。

松
崎　
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
尿
路
結
石
が
最

も
多
い
の
は
30
〜
50
歳
代
で
、ち
ょ

う
ど
働
き
盛
り
の
世
代
で
す
。

　
ま
た
男
女
比
で
は
、
男
の
方

が
圧
倒
的
に
多
く
、
男
性
の
７

人
に
１
人
、
女
性
の
15
人
に
１

人
が
、
一
生
の
う
ち
に
一
度
は

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
原
因
は
不
明
」
と
の
こ
と
で

す
が
、
尿
路
結
石
の
リ
ス
ク

要
因
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

松
崎　
リ
ス
ク
要
因
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
の
が
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
で
す
。
肥
満
や

高
血
糖
、
脂
質
異
常
、
高
血
圧

と
い
っ
た
メ
タ
ボ
の
症
状
は
、

尿
路
結
石
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

こ
と
が
、
最
近
の
研
究
で
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
30
〜
50
歳

代
に
多
い
と
い
う
患
者
の
年
代

層
も
、
尿
路
結
石
と
メ
タ
ボ
で

は
、ぴ
っ
た
り
符
合
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
リ
ス
ク
要
因

は
、
家
族
歴
で
す
。
両
親
の
ど

ち
ら
か
に
、
尿
路
結
石
の
患
者

が
い
る
場
合
は
、
か
な
り
高
い

確
率
で
、子
供
も
発
症
し
ま
す
。

尿
路
結
石
か
否
か
の
診
断
は
、

簡
単
に
つ
く
の
で
す
か
。

松
崎　
痛
み
や
血
尿
以
外
に
、

腫
れ
な
ど
の
外
見
的
異
常
が
何

も
な
い
た
め
、
外
か
ら
見
た
だ

け
で
は
診
断
は
困
難
で
す
。
そ

こ
で
、
尿
検
査
で
血
尿
の
有
無

を
調
べ
た
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

超
音
波
検
査
で
石
の
存
在
を
確

認
す
る
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
正
確
に

診
断
が
で
き
ま
す
。

　
尿
の
中
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
物
質
が
結
晶
化
し
て
、
石
の
よ
う

に
固
ま
り
、時
に
激
し
い
痛
み
を
伴
う
「
尿
路
結
石
」。
患
者
は
年
々

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
最
近
は
メ
タ
ボ
の
人
が
尿
路
結
石
に
な
り
や

す
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
尿
路
結
石
は
再
発
率
が
非
常
に
高
く
、
治
療
で
石
を
取
り
除

い
た
後
も
、
定
期
的
な
健
診
に
よ
る
経
過
観
察
が
大
切
で
す
。
尿
路

結
石
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
最
新
の
治
療
法
、
再
発
防
止
法
な
ど
を
、

大
口
東
総
合
病
院・泌
尿
器
科
部
長
の
松
崎
純
一
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

増
え
る「
尿
路
結
石
」

30
〜
50
歳
代
に
多
く
発
症 

メ
タ
ボ
も
危
険
因
子
の
一
つ

 

再
発
防
止
へ
定
期
検
診
を

大口東総合病院 泌尿器科部長
松崎 純一 先生
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最新医療情報

尿
路
結
石
の
治
療
は
、
ど
の

よ
う
に
行
う
の
で
す
か
。

松
崎　
治
療
法
は
石
の
大
き
さ

や
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
大
き
さ
が
４
ミ
リ
以
下
で

あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
自
然
排

石
の
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
尿
路
結
石
の
石
は
非
常
に
固

く
、
薬
で
も
溶
け
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
石
を
出
や
す
く
す
る
内

服
薬
を
投
与
し
、
自
然
排
石
を

促
し
ま
す
。
ふ
つ
う
は
薬
の
服

用
後
、
２
週
間
〜
１
カ
月
で
ほ

と
ん
ど
の
石
が
自
然
に
体
外
に

排
出
さ
れ
ま
す
。

　
排
出
さ
れ
な
い
石
や
特
に
大

き
さ
が
１
セ
ン
チ
以
上
あ
る
場

合
は
、
薬
に
よ
る
自
然
排
石
は

無
理
な
の
で
、
他
の
方
法
を
選

択
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
体

外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
」
と
呼

ば
れ
る
治
療
法
で
す
。

　
こ
れ
は
患
者
さ
ん
を
ベ
ッ
ド

に
寝
か
せ
、
体
外
で
発
生
さ
せ

た
強
力
な
衝
撃
波
を
体
内
の
石

に
当
て
て
、
破
砕
し
ま
す
。
砕

け
た
石
は
尿
と
一
緒
に
自
然
排

出
さ
れ
ま
す
が
、
す
べ
て
出
切

る
ま
で
に
３
カ
月
程
度
か
か
る

た
め
、
そ
の
間
は
痛
み
が
続
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
内
視
鏡
に
よ
る

治
療
で
す
。
尿
道
か
ら
細
い
内

視
鏡
を
挿
入
し
て
、
先
端
の

レ
ー
ザ
ー
で
石
を
破
砕
。
そ
の

場
で
破
片
を
回
収
し
、
体
外
に

取
り
出
し
ま
す
。
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
内

視
鏡
治
療
は
こ
こ
数
年
で
急
速

に
普
及
し
、
今
や
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
内
視
鏡
を
使
っ
た
治
療
に
は

も
う
一
つ
、
別
の
方
法
も
あ
り

ま
す
。
こ
ち
ら
は
背
中
の
腎
臓

に
近
い
部
分
に
小
さ
な
穴
を
開

け
、
患
部
に
直
接
、
内
視
鏡
を

差
し
込
み
ま
す
。
そ
し
て
先
端

に
取
り
付
け
た
ド
リ
ル
状
の
も

の
で
、
石
を
破
砕
し
て
、
体
外

に
取
り
出
し
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
は
石
が
相
当
に

大
き
い
場
合
の
治
療
法
で
、
普

通
は
あ
ま
り
行
い
ま
せ
ん
。

衝
撃
波
や
内
視
鏡
治
療
で
は
、

入
院
が
必
要
な
の
で
す
か
。

松
崎　
衝
撃
波
の
場
合
は
、
２

〜
３
日
入
院
し
ま
す
。
日
帰
り

も
可
能
で
す
が
、
病
院
に
よ
っ

て
対
応
が
異
な
り
ま
す
。

　
通
常
の
内
視
鏡
治
療
で
は
、

入
院
は
４
〜
５
日
く
ら
い
。
背

中
の
一
部
を
切
開
す
る
内
視
鏡

治
療
は
、
１
週
間
か
ら
10
日
程

度
の
入
院
が
必
要
で
す
。

治
療
の
結
果
、
石
を
す
べ
て

除
去
で
き
ま
し
た
。
も
う
こ

れ
で
一
安
心
で
す
ね
。

松
崎　
い
え
、
ま
だ
安
心
は
禁

物
。
尿
路
結
石
は
、
再
発
率
が

非
常
に
高
い
か
ら
で
す
。
ち
な

み
に
、
治
療
で
治
っ
た
患
者
さ

ん
の
半
数
近
く
が
５
年
以
内
に

再
発
し
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
は
厄
介
で
す
ね
。
ど
う

す
れ
ば
再
発
を
防
げ
ま
す
か
。

松
崎　
一
つ
は
水
分
を
た
っ
ぷ

り
取
る
こ
と
。
体
内
の
水
分
が

少
な
い
と
、
尿
が
濃
く
な
り
、

結
石
が
で
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
一
日
２
リ
ッ
ト
ル
以
上
を

目
安
に
、
十
分
な
水
分
摂
取
を

心
が
け
て
下
さ
い
。昔
は「
ビ
ー

ル
で
石
を
流
せ
」
と
言
っ
た
も

の
で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
結

石
を
促
進
さ
せ
、逆
効
果
で
す
。

　
再
発
防
止
に
は
、
食
事
面
の

注
意
も
必
要
で
す
。
ま
ず
、
尿

路
結
石
の
リ
ス
ク
要
因
と
さ
れ

る
メ
タ
ボ
を
防
ぐ
た
め
に
、
塩

分
や
糖
分
、
脂
肪
な
ど
の
取
り

過
ぎ
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。

　
ま
た
、
ホ
ウ
レ
ン
草
や
タ
ケ

ノ
コ
、
ナ
ッ
ツ
類
な
ど
、
結
石

の
素
に
な
る
シ
ュ
ウ
酸
を
多
く

含
む
食
品
を
摂
取
す
る
際
は
、

一
緒
に
煮
干
し
や
小
魚
、
乳
製

品
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
、
カ
ル

シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
食
品
を
食

べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
シ
ュ
ウ
酸
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を

一
緒
に
摂
取
し
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
「
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
」

が
で
き
、
尿
路
結
石
の
原
因
に

な
る
の
で
は
？
…
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
配
は

無
用
で
す
。
口
か
ら
入
っ
た

シ
ュ
ウ
酸
と
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

胃
や
腸
で
合
体
し
、
体
内
に
吸

収
さ
れ
る
前
に
、
大
部
分
が
便

と
し
て
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
要
は
、
腎
臓
で
合
体
し
な

け
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　
従
っ
て
、
例
え
ば
ホ
ウ
レ
ン

草
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ

り
の
カ
ツ
オ
節
を
か
け
る
。

シ
ュ
ウ
酸
が
多
い
コ
ー
ヒ
ー
や

紅
茶
は
、
ミ
ル
ク
を
入
れ
て
飲

む
。こ
う
し
た
食
べ
合
わ
せ
も
、

再
発
防
止
に
は
有
効
で
す
。

　
そ
れ
と
、
忘
れ
て
は
い
け
な

い
の
が
定
期
検
診
で
す
。
治
療

で
結
石
を
除
去
す
る
と
、
大
半

の
人
が
「
完
治
し
た
」
と
思
い

込
み
、
病
院
か
ら
足
が
遠
の
き

ま
す
。
し
か
し
、
経
過
観
察
の

た
め
に
半
年
に
一
度
は
泌
尿
器

科
の
専
門
医
で
定
期
検
診
を
受

け
、
再
発
防
止
に
努
め
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

内
視
鏡
治
療
が
主
流
に

水
分
た
っ
ぷ
り
、
食
事
面
の
配
慮
も

み
ん
な
の
健
康
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ポ
リ
オ
っ
て
、ど
ん
な
病
気
で
す
か
。

白
井　
ポ
リ
オ
は
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
き
る
病
気

で
、
以
前
は
「
小
児
麻
痺
」
と
呼
ば

れ
、
主
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
か
か

り
ま
し
た
。
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
は
口

か
ら
ヒ
ト
の
体
内
に
入
っ
て
、
腸
内

で
増
殖
し
、
便
の
中
に
排
泄
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
便
を
介
し
て
、

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
感
染
を
繰
り
返

し
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
が
脊
髄

に
入
り
込
む
と
、
手
や
足
に
麻
痺
が

生
じ
、
そ
れ
が
後
遺
症
と
し
て
一
生

残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
オ
の
現
状
は
？

白
井　
わ
が
国
で
は
、
昭
和
35
年
に

ポ
リ
オ
の
大
流
行
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
は
５
千
人
以
上
が
発
症
し
ま

し
た
が
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導

入
に
よ
り
、
間
も
な
く
流
行
は
お
さ

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
55
年

に
自
然
感
染
で
の
ポ
リ
オ
の
発
症
が

一
例
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
最
後

に
、新
た
な
患
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
国
内
で
は
30
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
自
然
感
染
に
よ
る
〝
ポ
リ

オ
発
生
ゼ
ロ
〞
の
状
態
が
続
い
て
い

る
わ
け
で
す
。

国
内
で
は
長
い
間
、
ポ
リ
オ
の
発
生

が
な
い
の
に
、
な
ぜ
予
防
接
種
が
必

要
な
の
で
す
か
。

白
井　
確
か
に
、
国
内
で
は
自
然
感

染
の
ポ
リ
オ
は
根
絶
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
、

海
外
の
一
部
で
は
ま
だ
ポ
リ
オ
が
流

行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
旅

行
者
な
ど
を
介
し
て
、
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
が
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

免
疫
が
な
い
日
本
人
が
多
い
と
、
再

び
国
内
で
ポ
リ
オ
が
流
行
し
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
免
疫
力
を

保
持
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

は
、
ど
う
違
う
の
で
す
か
。

白
井　
こ
れ
ま
で
の
予
防
接
種
で
使

わ
れ
て
き
た
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
ポ
リ
オ

ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
を
弱
め
て
作
っ

た
も
の
で
、
接
種
後
に
、
ま
れ
に
ポ

リ
オ
と
同
じ
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ

り
、
麻
痺
な
ど
の
副
反
応
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
生
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
後
、
し
ば
ら
く
は
便
の
中
に

ウ
イ
ル
ス
が
出
る
た
め
、
免
疫
力
が

な
い
人
へ
の
２
次
感
染
も
心
配
で
し
た
。

　
一
方
、生
ワ
ク
チ
ン
に
代
わ
っ
て
、

９
月
か
ら
一
斉
に
接
種
が
始
ま
っ
た

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
病
原
性
を
無

く
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
の
働
き
が
全

く
な
く
、
接
種
後
に
ポ
リ
オ
と
同
様

の
症
状
が
出
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
点
で
は
、
安
全
な
ワ
ク
チ

ン
と
言
え
ま
す
。

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

白
井　
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対

象
と
な
る
の
は
、
生
後
３
カ
月
〜
90

カ
月
（
７
歳
６
カ
月
）
未
満
の
小
児

で
、
初
回
接
種
３
回
、
追
加
接
種
１

回
の
計
４
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
初
回
接
種
は
、
生
後
３
カ
月

〜
12
カ
月（
１
歳
）の
間
に
、
20
日
〜

56
日
の
間
隔
を
開
け
て
、
計
３
回
行

い
ま
す
。

　
ま
た
追
加
接
種
は
、
初
回
接
種
の

３
回
目
が
終
了
後
、
12
カ
月
〜
18
カ

月
の
間
に
、１
回
だ
け
実
施
し
ま
す
。

　
接
種
方
法
は
、
従
来
の
生
ワ
ク
チ

ン
が
、
口
か
ら
飲
む
経
口
接
種
だ
っ

た
の
に
対
し
、
新
し
い
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
は
、
皮
下
注
射
で
す
。

９
月
か
ら
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
導
入

以
前
に
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
新
た
に
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
必
要
で
す
か
。

白
井　
こ
れ
ま
で
に
何
回
生
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
か
に
よ
っ
て
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
回
数
が
変
わ
り
ま
す
。

　
１
回
な
ら
あ
と
３
回
の
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
必
要
で
す
が
、
２
回

受
け
て
い
れ
ば
、接
種
は
不
要
で
す
。

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
ど
こ
で
接
種

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

白
井　
市
内
に
約
８
７
０
カ
所
あ
る

「
協
力
医
療
機
関
」
で
す
。
従
来
の

生
ワ
ク
チ
ン
は
、
各
区
の
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
で
、
春
・
秋
の
年
２
回
、

集
団
接
種
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
協
力
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
に
な
り
ま
す
。
期

間
も
通
年
で
、一
年
中
受
け
ら
れ
ま
す
。

11
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日

ぜ
き
・
破
傷
風
）
に
、
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
合
わ
せ
た
「
４
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
」
が
新
た
に
導
入
さ
れ

る
そ
う
で
す
ね
。
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
、

11
月
ま
で
見
合
わ
せ
て
も
支
障
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

白
井　
接
種
を
11
月
ま
で
待
つ
の
は
、

好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
生
後
３
カ

月
を
過
ぎ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く

接
種
す
る
の
が
望
ま
し
く
、
接
種
を

遅
ら
せ
る
の
は
大
変
に
危
険
で
す
。
乳

児
が
百
日
ぜ
き
に
か
か
る
と
、
重
症
化

し
て
、命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

実
施
ま
で
待
た
ず
に
、
早
め
に
３
種

混
合
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
＊
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
の
予

防
接
種
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
横
浜
市
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口
（
☎

０
４
５
│
６
７
１
│
４
１
８
３
／
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

医療クローズアップ

ポ
リ
オ（
急
性
灰
白
髄
炎
）の
予
防
接
種
、

よ
り
安
全
に
９
月
か
ら
、不
活
化
ワ
ク
チ
ン
へ
一
斉
切
り
替
え

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
法
が
、
こ
の
９
月
か
ら
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
か
ら
、
病
原
性
を
な
く
し
た
安
全
な
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

に
一
斉
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ポ
リ
オ
の
現
状
や
生
ワ
ク
チ

ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
違
い
、
接
種
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
横
浜
市
医
師

会
常
任
理
事
の
白
井
尚
先
生
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横浜市医師会常任理事
白井 尚 先生
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も
多
く
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

料
理
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
半
分

近
く
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
口
に

入
る
量
は
わ
ず
か
だ
と
い
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
い
も
類
に
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
は
、
水
さ
ら
し
や
加
熱

な
ど
の
調
理
操
作
に
よ
っ
て
失

わ
れ
に
く
い
と
い
う
特
徴
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
さ
つ
ま
い
も

は
、
い
も
類
の
中
で
も

で
ん
ぷ
ん
以
外
の
栄
養

素
を
多
く
含
み
ま
す
。

さ
つ
ま
い
も
は
そ
の
ま

ま
蒸
か
し
た
り
、
焼
い

た
り
す
る
だ
け
で
も
、

と
て
も
甘
く
て
お
い
し

い
お
や
つ
に
な
り
ま
す

ね
。
し
か
し
、
さ
つ
ま

い
も
は
加
熱
の
仕
方
に

よ
っ
て
お
い
し
さ
が
変

わ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
？
さ
つ
ま
い
も
は

で
ん
ぷ
ん
を
糖
に
分
解

す
る
酵
素
を
持
っ
て
お

り
、
ゆ
っ
く
り
加
熱
し

て
酵
素
を
十
分
働
か
せ

る
と
甘
味
が
ぐ
っ
と
増

す
の
で
す
が
、
熱
の
通

り
の
速
い
電
子
レ
ン
ジ

を
使
う
と
酵
素
の
働
く

時
間
が
短
く
甘
味
が
引

① 洗米し、
30～60
分浸漬し
ておく。

② さつまいもは1～1.5cmの薄切り
にし（太い場合は半月またはい
ちょう切りにし）、ロースターで
両面軽く焦げ目がつく程度に焼く。
③ ①の上に②の軽く焼いたさつま
いもをのせて、炊飯器で普通に
炊く。

④ ごはんが炊き上がったら分量の
塩を振り入れさっくりと混ぜる。

き
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

時
短
や
省
エ
ネ
に
便
利
な
電

子
レ
ン
ジ
で
す
が
さ
つ
ま
い
も

を
そ
の
ま
ま
味
わ
い
た
い
時
に

は
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
さ
つ
ま
い
も
は
甘
味
が
強

い
の
で
お
や
つ
に
食
べ
た
り
、

菓
子
類
の
材
料
に
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
三
度
の
食

事
に
も
お
勧
め

の
食
材
で
す
。

ご
飯
と
汁
物
に

さ
つ
ま
い
も
を

取
り
入
れ
た
秋

の
献
立
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

実りの秋を食卓に
栄養豊富なさつまいも

さつまいもごはん（お茶碗4～6杯分）の作り方
材　料 量
米 2合
さつまいも 300g（1本）
塩 3g（小さじ1/2）

からだ にや さしい 食 事 づくり

関東学院大学人間環境学部
健康栄養学科 准教授 寺本あい
協力・（社）神奈川県栄養士会

　
海
の
幸
、
山
の
幸
、
秋
に
旬

を
迎
え
る
食
材
は
沢
山
あ
り
ま

す
。
子
供
の
頃
に
は
秋
の
遠
足

で
収
穫
体
験
を
さ
れ
た
方
々
も

多
い
で
し
ょ
う
。な
か
で
も「
い

も
掘
り
」
は
特
に
多
く
の
方
が

経
験
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
い
も
類
は
、
穀
類

と
同
様
に
炭
水
化
物
（
で
ん
ぷ

ん
）
を
主
成
分
と
し
て
い
ま
す

が
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
ビ

タ
ミ
ン
B1
、Ｃ
、ミ
ネ
ラ
ル
（
カ

リ
ウ
ム
、
リ
ン
）
な
ど
も
比
較

的
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
源
と

い
え
ば
ま
ず
野
菜
や
果
物
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、
お
料
理
の

段
階
で
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

さつまいもごはん

さんまの梅酒煮

さんまの梅酒煮（2人分）の作り方
① さんまは頭と
はらわたを取
り、水洗いし
て汚れを落と
してから、2
～3つに切り、
水けをふく。
② 鍋にしょうが
と煮汁の材料
を入れ、ふたをして中火にかける。

③ 煮汁が煮立ったら、さんまを並べ入
れる。ときどき煮汁をかけながら、
10分ほど煮る。

さつまいもごはん●エネルギー /244kcal　おかずにもなる具だくさん豚汁●エネルギー /179kcal
さんまの梅酒煮●エネルギー /346kcal　　（エネルギーは、写真の盛り付け量の場合です）

※ 焼き色を付けてから炊き込むことで
香ばしさがプラスされます。

※ 炊き上がってから塩をふると少量でも
しっかり塩味を感じ、減塩になります。

※ 梅酒を使うと、酒とみりん両方の役割と
なり、さわやかな梅の香り・風味がプラ
スされます。梅の実をつぶしながら一緒
に食べてみてください。

① 豚肉は食べやすい大きさに切る。さつま
いも、なすは1～2cm厚さ、にんじんは
5㎜厚さの半月切り、ごぼうはささがき
にする。しいたけは石づきを取って薄切
りにする。さつまいも、なす、ごぼうは
水にさらしておく。しらたきは、食べや
すい長さに切る。ねぎは小口切りにする。
② 鍋にごま油を熱し、豚肉とごぼう、に
んじんを炒める。

③ 豚肉に火が通ったら、ナス、しらたきの
順に加えて、炒め合わせる。
④ ③に水、酒、さつまいも、しいたけを
加えてあくをとりながら煮る。

⑤ 煮立ってさつまいもが柔らかくなったら、みそを溶き入れる。
⑥ 器に盛り、ねぎを散らし、こしょうをふる。

おかずにもなる具だくさん豚汁（多めの2人分）の作り方
材　料 量
豚肉（こま切れ） 100g
さつまいも 100g（1/3本） 
なす 1本
ごぼう 40g（10cm） 
にんじん 40g（1/4本） 
しいたけ 10g（1枚）
しらたき 100g（1/2袋）
ごま油 4g（小さじ1）
水 400cc 
酒 15g（大さじ1）
味噌 36g（大さじ2）
こしょう 適量
万能ねぎ
又はあさつき 適量

※大きめの丼なら2杯分、普通の汁物椀なら3～4杯分になります。

材　料 量
さんま 2尾
しょうが（薄切り）6枚

煮
汁

水 100㏄
梅酒 100㏄

醤油
27g
（大さじ1
と1/2）

砂糖 3g
（小さじ1）

梅酒の実 2粒

おかずにもなる具だくさん豚汁
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ち
ょ
っ
と
の

ぞ
い
て
み
ま

し
た
│
。

　
暑
さ
が
厳

し
い
７
月
初
旬
の
金
曜
日
。
日
が
暮
れ
始

め
た
午
後
７
時
過
ぎ
、
部
活
動
の
中
学
生

が
一
斉
に
下
校
し
て
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
原

中
体
育
館
に
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
面
々
が

三
三
五
五
、
集
ま
っ
て
来
ま
す
。

　
ま
ず
は
コ
ー
ト
の
設
営
か
ら
。
み
ん
な

で
手
分
け
し
て
、
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
ボ
ー

ル
や
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
な
ど
を
準
備
し
ま

す
。
続
い
て
、
４
人
一
組
の
チ
ー
ム
編
成

に
移
り
、
ク
ジ
引
き
で
チ
ー
ム
分
け
を
し

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
い
よ

い
よ
競
技
の
開
始
。
試
合
は
各
チ
ー
ム
の

総
当
た
り
制
で
す
。

　
サ
ー
ブ
を
打
つ
と
、
軽
く
て
弾
力
の
あ

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
、
ポ
ー
ン
と
舞
い
上

が
り
、
ネ
ッ
ト
を
超
え
て
相
手
陣
営
へ
。

ラ
リ
ー
の
応
酬
の
後
、「
エ
イ
ヤ
ー
ッ
」と
、

強
烈
な
ス
パ
イ
ク
が
決
ま
り
ま
す
。
し
か

し
、
ボ
ー
ル
が
体
に
当
た
っ
て
も
、
全
く

痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
は
、
硬
式
に
は
な
い
面

白
さ
も
あ
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
が
軟
ら
か
く
、

ス
ピ
ー
ド
も
遅
い
の
で
、
空
気
抵
抗
を
受
け

や
す
く
、
途
中
で
ス
ト
ン
と
落
ち
た
り
、

左
右
に
曲
が
っ
た
り
と
、
様
々
に
変
化
す
る

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
ボ
ー
ル
に
振
り
回
さ

れ
、
思
わ
ぬ
珍
プ
レ
ー
も
飛
び
出
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
午
後
９
時
ま
で
、
た
っ
ぷ
り

２
時
間
。
試
合
形
式
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を

楽
し
み
、終
わ
る
頃
に
は
、全
身
汗
で
び
っ

し
ょ
り
。
し
か
し
、
い
い
汗
を
か
い
て
、

み
な
す
が
す
が
し
い
表
情
で
す
。

広
げ
よ
う
！　
愛
好
家
の
輪

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
魅
力
に
つ
い
て
、
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
、
全
く
の
初
心
者
で
も

あ
る
薄
葉
眞
理
子
さ
ん
は
「
硬
式
バ
レ
ー

は
、
当
た
る
と
痛
い
し
、
怖
く
て
で
き
ま

せ
ん
が
、
ソ
フ
ト
な
ら
安
心
。
ケ
ガ
を
し

て
も
軽
い
突
き
指
程
度
な
の
で
、
私
向
き

の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
総
当
た
り
制
の
試
合

は
と
て
も
楽
し
い
し
、
運
動
量
も
相
当
な

も
の
な
の
で
、
健
康
づ
く
り
の
面
で
も
、

効
果
が
大
き
い
よ
う
で
す
」

　
ま
た
還
暦
を
過
ぎ
、
仕
事
を
完
全
に
リ

タ
イ
ア
し
て
か
ら
、
本
格
的
に
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
を
始
め
た
と
い
う
土
居
義
彦
さ
ん
は

「
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
週
１
回
の
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
は
、
今
や
私
に
と
っ
て
、
完

全
に
生
活
の
一
部
。
数
年
前
に
心
筋
こ
う

そ
く
を
患
い
、
以
来
、
健
康
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
が
、
最
近
は
体
の
調
子
が
か
な

り
い
い
ん
で
す
。
こ
れ
も
楽
し
い
仲
間
た

ち
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
満
喫
し
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
う
ま
く
図
ら
れ
て
い
る

お
陰
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
地
域
の
み
ん
な

が
気
軽
に
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
原
中
学
校
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
導
入
し
て
、

丸
４
年
。
口
コ
ミ
で
参
加
者
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
代

表
で
、
同
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
も
つ
と
め

る
小
林
靖
夫
さ
ん
は
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の

面
白
さ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
に
愛
好

者
の
輪
を
大
き
く
広
げ
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
す
。

〈テーマ：成熟した高齢社会に生きる〉
①健康体操／講師：横浜市体育協会 指導員
②健康マジックショー／マギー司郎

横浜市高齢者健康福祉財団　☎045-201-9205

　
健
康
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
「
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
も
そ
の
一
つ
。
横
浜
市

瀬
谷
区
の
原
中
学
校
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
愛
好
す
る

地
域
の
み
な
さ
ん
が
、
週
に
一
度
、
学
校

の
体
育
館
に
集
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

☆

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
日
本
人
に
は
と
て

も
親
し
み
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
。
し

か
し
、
ボ
ー
ル
が
硬
い
こ
と
か
ら
突
き
指

な
ど
の
ケ
ガ
も
多
く
、
小
さ
な
子
供
や
高

齢
者
が
気
軽
に
楽
し
む
、
と
い
う
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
誰
も
が
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
楽
し

め
る
よ
う
に
と
、
25
年
ほ
ど
前
に
考
案
さ

れ
た
の
が
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

使
用
す
る
ボ
ー
ル
は
、
ゴ
ム
製
で
軟
ら
か

く
、サ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ク
な
ど
で
強
い
ボ
ー

ル
を
受
け
止
め
て
も
、
衝
撃
が
少
な
い
た

め
に
痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ス
回
し
も
容

易
で
、
初
心
者
で
も

安
全
に
楽
し
め
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、
平
成
２
年

に
は
日
本
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
が

発
足
。こ
れ
を
機
に
、

全
国
大
会
な
ど
も
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
愛
好
者
の
輪
が
全

国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
も
簡
単
で
、
基
本
的
に
は
６
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
同
じ
で
す
。
た
だ
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
場
合
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
ダ
ブ
ル
ス
用
コ
ー
ト
を
使
用
し
、
１

チ
ー
ム
４
人
編
成
で
、３
セ
ッ
ト（
１
セ
ッ

ト
15
点
、
２
セ
ッ
ト
を
先
取
し
た
方
が
勝

ち
）
を
戦
い
ま
す
。

ゴ
ム
製
ボ
ー
ル
で
、
初
心
者
に
も
安
全

　
地
域
で
「
ス
ポ
ー
ツ
の
た
ま
り
場
」
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
る
原
中
学
校

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
初
心
者
で

も
安
全
・
簡
単
に
楽
し
め
る
点
に
着
目
し

て
、
平
成
20
年
か
ら
自
由
参
加
型
の
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
事
業
を
実
施
。
週
１
回
、

金
曜
日
の
夜
に
、
活
動
拠
点
の
原
中
学
校

体
育
館
で
、
定
例
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
ぼ
毎
回
参
加
す
る
常
連
メ
ン
バ
ー
は

現
在
、
男
女
合
わ
せ
て
20
人
ほ
ど
。
年
齢

は
30
〜
60
代
と
様
々
で
す
が
、
こ
の
う
ち

の
８
割
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
初
心
者
で

す
。
ま
た
希
望
者
は
、
誰
で
も
自
由
に
参

加
で
き
る
た
め
、
地
元
の
中
学
、
高
校
生

や
古
希
手
前
の
高
齢
者
、
ち
び
っ
子
を
連

れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
の
飛
び
入
り
参
加

も
あ
り
、顔
ぶ
れ
は
な
か
な
か
多
彩
で
す
。

　
近
年
、
愛
好
者
が
増
え
て
い
る
と
は
言

え
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
、
一
般
に
は
ま
だ

な
じ
み
の
薄
い
ス
ポ
ー
ツ
。
そ
こ
で
、
ど

ん
な
競
技
な
の
か
。
定
例
会
の
様
子
を

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
、心
身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

地
域
で
楽
し
む
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

高齢者健康福祉講 演会 港南区市民公開講座

●日時：平成24年11月27日（火）　●開演：13時30分（開場13時）
●会場：はまぎんホール・ヴィアマーレ（西区みなとみらい3-1-1）

日時：平成24年11月10日(土)
時間：15時～17時
場所：港南区医師会館 ３階ホール

　JR・市営地下鉄桜木町駅下車5分もしくは、みなとみらい線みなとみらい駅下車7分
※ ご希望の方は10月22日（月）（必着）までに、往復はがきに住所・氏名（3人まで）・電話
番号を、返信用には代表者の住所・氏名を記入してご応募ください。抽選で276人（座席
指定・当選者に座席指定券送付、複数での申し込みの場合連番にならないことがあります。）

〈応募先〉〒231-0062 横浜市中区桜木町1-1　横浜市健康福祉総合センター7階

講 師 横浜市立大学 救急医学
教授　森村 尚登先生

〝みんなでつなぐ「救命の連鎖」
 －救急蘇生法の指針2010の実際〟

　　要予約　港南区医師会
〔問合せ先〕☎045-842-8806
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血
液
の
混
じ
っ
た
便
を
排
泄
す

る
こ
と
を
下
血
と
言
い
ま
す
。
出

血
部
位
が
肛
門
に
近
い
と
鮮
血
で

あ
り
、
胃
、
小
腸
か
ら
の
出
血
に

な
る
と
よ
り
黒
く
な
り
、
い
わ
ゆ

る
タ
ー
ル
便
と
な
り
ま
す
。
便
が

黒
く
な
る
の
は
、
血
液
が
腸
内
細

菌
に
よ
る
分
解
を
受
け
る
た
め
な

の
で
す
。
単
純
に
痔
か
ら
の
出
血

と
判
断
す
る
の
は
危
険
で
す
。

腹
痛
、
体
重
減
少
な
ど
身
体
症

状
を
伴
う
場
合
に
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
内
痔
核
に
代
表

さ
れ
る
肛
門
部
疾
患
、
Ｏ
1
5
7

を
は
じ
め
と
し
た
感
染
性
胃
腸

炎
、
虚
血
性
大
腸
炎
や
大
腸
憩

室
炎
な
ど
の
良
性
疾
患
、
潰
瘍

性
大
腸
炎
な
ど
の
難
治
性
で
あ

る
炎
症
性
腸
疾
患
。
さ
ら
に
は

悪
性
腫
瘍
を
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

痔
に
は
ど
ん
な
種
類
が

あ
る
の
で
す
か
？

　
排
便
時
の
〝
い
き
み
〞
の
習
慣

の
た
め
に
、
肛
門
粘
膜
が
排
便
の

際
に
ず
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
圧
力

で
静
脈
が
怒
張
す
る
こ
と
で
静
脈

瘤
と
な
る
の
が
内
痔
核
で
す
。
排

便
時
の
出
血
が
鮮
血
で
あ
っ
た
場

合
に
ま
ず
考
え
る
疾
患
で
す
。
同

様
に
〝
い
き
み
〞
が
理
由
で
血
栓

が
で
き
る
の
は
外
痔
核
で
、
と
て

も
痛
い
疾
患
で
す
。
さ
ら
に
肛
門

が
切
れ
る
裂
肛
、
肛
門
に
感
染
が

お
き
る
痔
ろ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

痛
み
は
外
痔
核
、裂
肛
に
み
ら
れ
、

出
血
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

虚
血
性
大
腸
炎
、大
腸
憩
室
炎
は

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

　
虚
血
性
大
腸
炎
は
腸
管
の
急
性

循
環
障
害
か
ら
お
こ
り
、
強
い

腹
痛
に
続
く
下
痢
、
血
便
が
主

症
状
で
す
。
動
脈
硬
化
、
便
秘
、

腹
部
手
術
の
既
往
が
関
係
し
ま

す
。
高
齢
者
で
動
脈
硬
化
性
疾

患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脳

梗
塞
）
の
あ
る
人
、
頑
固
な
便

秘
症
の
あ
る
人
は
注
意
し
た
い

も
の
で
す
。
大
腸
憩
室
は
腸
管

内
の
圧
力
が
高
く
な
る
こ
と
で
、

大
腸
の
外
側
に
向
か
っ
て
1
㎝
弱

の
小
さ
な
へ
こ
み
が
で
き
、
こ
れ

を
憩
室
と
い
い
ま
す
。
憩
室
炎
で

は
腹
痛
を
伴
っ
た
り
、
出
血
し
た

り
し
ま
す
。

潰
瘍
性
大
腸
炎
は

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

　
30
歳
以
下
に
多
く
原
因
不
明
の

疾
患
で
す
が
、
自
己
免
疫
異
常
の

疾
患
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

腸
の
潰
瘍
が
多
発
し
、
出
血
し
や

す
く
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
の
様
な
排

便
、
下
痢
が
特
徴
で
す
。
近
年
非

常
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
難
治
性

疾
患
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
治
療

法
は
格
段
に
進
歩
し
ま
し
た
。

大
腸
が
ん
で
も
出
血
し
な
い

こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
？

　
が
ん
検
診
で
行
う
便
潜
血
反
応

で
み
つ
か
る
大
腸
が
ん
は
、
ほ
と

ん
ど
が
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
排

便
時
出
血
や
し
ぶ
り
腹
で
受
診
し

て
見
つ
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
早
期
発
見
は
重
要
で
す
。
女

性
の
が
ん
死
亡
の
第
一
位
は
7
年

前
か
ら
大
腸
が
ん
で
す
。
乳
が
ん

や
子
宮
が
ん
で
は
な
い
の
で
す
。

「
排
便
を
し
た
ら
出
血
を
し
た
の

で
す
が
？
」
と
い
う
時
に
は
、
ま

ず
大
腸
が
ん
を
否
定
す
る
た
め
に

も
専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

排便をしたら
出血をしたのですが。

安西　春幸横浜消化器内視鏡医会
こどもの国安西クリニック

　今年のオリンピックは日本
選手が大活躍でした。４年に
１度の大舞台で、日頃努力し
てきた結果を100％発揮する
ことは並大抵のことではあり
ません。メダルの数も過去最
高でした。国民に勇気と感動、
そして元気をくれた全ての選
手とスタッフの皆様に心より
感謝申し上げます。さて、ス
ポーツの秋となりましたが、
皆様はなにかスポーツをされ
ていますか？オリンピックの
年に健康維持のためにスポー
ツを始めましょう。例えば水
泳などはいかがでしょうか。
水泳は、全身の筋肉を使った
スポーツであること、浮力に
より膝や腰の負担が少ないこ
と、水圧により呼吸筋の発達
が促進されること、短時間で
効率的にエネルギー消費でき
ること、水温の影響で体温調
節の刺激になること、リラッ
クス効果が高いことなど医学
的に多くのメリットがありま
す。さらに全スポーツの中で
最もケガの少ないスポーツで
あると報告されています。気
管支喘息に対しても治療効果
が高く、各地で喘息児水泳教
室が開催されています。以前
喘息児水泳教室の付き添いド
クターをしたことがあります
が、呼吸機能はレッスン前と
比べて明らかに改善し、子供
たちが笑顔で活発になってい
ることに驚いたことがありま
す。オリンピックの水泳選手
の活躍を契機に水泳がブーム
になることを期待していま
す。皆様も水泳を始めてみま
せんか。 （しば）

合待 室
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休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
平
成
24
年
9
月
15
日
発
行  

発
行
所
／
社
団
法
人
横
浜
市
医
師
会  

発
行
人
／
今
井 

三
男  

協
力
／
㈶
横
浜
高
齢
者
健
康
福
祉
財
団  

〒
2
3
1
│

0
0
6
2 

横
浜
市
中
区
桜
木
町
1
│

1 

横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
6・7
F 

☎
2
0
1
│

7
3
6
9

休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ

午前0時以降における
初期救急診療は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内科・小児科  診療時間：午前10時～午後4時

内　　　　　科
西区 けいゆう病院 ☎（045）221－8181
中区 社会保険横浜中央病院 ☎（045）641－1921
保土ヶ谷区聖隷横浜病院 ☎（045）715－3111
旭区 横浜旭中央総合病院☎（045）921－6111
旭区 上白根病院 ☎（045）951－3221
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402－7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984－2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902－0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864－2501
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825－2111
瀬谷区 横浜桐峰会病院 ☎（045）303－1151

小児科（小児救急拠点病院）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院☎（045）949－7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474－8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576－3000
保土ヶ谷区横浜市立市民病院 ☎（045）331－1961
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター☎（045）851－2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院☎（045）628－6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832－1111

内科・小児科  診療時間：午前9時～12時 午後1時～4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973－2707

旭区休日急患診療所 ☎（045）363－2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）801－2280
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753－6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317－5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842－8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433－2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893－2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）302－5115

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911－0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503－3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）852－6221
中区休日急患診療所 ☎（045）622－6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322－5715
保土ヶ谷区休日急患診療所 ☎（045）335－5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937－2300
南区休日急患診療所 ☎（045）731－2416

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時～午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782－8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時～正午まで

横浜市夜間急病センター　　☎（045）212－3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時～午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911－0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時～午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806－0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時～午前0時

①横浜市救急医療情報センター
　　　　　　24時間対応

＃7499
または

☎045-227-7499②横浜市小児救急電話相談
平日：18時～翌朝9時 土曜：13時～翌朝9時 日祝日・年末年始：9時～翌朝9時
横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201－7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時～午後4時 夜間診療：午後7時～11時

横浜市北部夜間急病センター
☎045-911-0088

横浜市夜間急病センター
☎045-212-3535

横浜市南西部夜間急病センター
☎045-806-0921

横浜市眼科医会会員医師による
眼科無料相談を行います。

●日時：平成24年10月14日（日）12：30～16：30
●場所： 新都市プラザ
　　　  横浜そごう地下2階正面入り口の向い側
　　　  （横浜駅東口）

事前申し込みは不要です
問合せ先▶まつい眼科　☎045-322-6249

　①いつまでも元気に歩くために
　　 ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を知っていますか？
　②楽しく運動器を鍛えようロコトレ
　●日時：平成24年10月４日（木）14：00～16：00
　●場所：関内ホール
　●共催：横浜市整形外科医会、横浜市スポーツ医会
入場無料、事前申込不要、直接会場にお越しください。
問合せ先▶古谷整形外科　☎045-501-6461

「目の愛護デー」 市民講座眼科無料相談
のご案内

平成24年度
「運動器の10年・骨と関節の日」
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